
 

日   時   令和６年９月７日（土）  

                 １０：２０～１７：０５  

 

 

会  場   長崎県島原病院 別館１階研修ホール 

             長崎県島原市下川尻町７８９５番地 

 

 

 

                 

  

第３２回長崎救急医学会  

 

 

 

 

 

 

 

 

「～今、求められる地域の救急医療を考える～」 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

   

主   催   長崎県島原病院 
 
 
 
 
 
 



ププ    ロロ    ググ    ララ    ムム  

会場：別館３階 応接室 

長崎救急医学会  理事会     9： 30～ 10： 10 

 

会場：別館１階 研修ホール 

挨   拶     10： 20～ 10： 30 

開 会 挨 拶 第 32回長崎救急医学会会長   蒲 原 行 雄（島原病院長）  

一般演題  Ａ   10： 30～ 11： 20  座長：権  志成（長崎医療センター）  

① 背部痛、左上下肢脱力感から大動脈解離、脳梗塞が疑われた頸髄硬膜外血腫の1例 

石川 康平（長崎大学病院）   

②島原半島内における高次医療機関への搬送選択について     太田 智章（南島原消防署） 

③病理解剖にて血小板減少の原因が大動脈解離と考えられた一例        小林 希（長崎大学病院） 

④院外心肺停止により救急搬送された症例に対する分析と検討         木村 美智留（島原病院） 

⑤搬送中に死亡した大動脈解離の１例                    塩塚 高史（島原病院） 

一般演題  Ｂ   11： 25～ 12： 15 

座長：小林  望（佐世保市総合医療センター）、木村  美智留（長崎県島原病院）  

①高度救命救急センター内における呼吸ケアサポートチームの活動と今後の課題 山下 功司（長崎大学病院） 

②血管造影室における教育体制の現状と課題                 田中 亜里沙（長崎大学病院） 

③院内急変場所に持参し使用できる救急蘇生バッグ作成への取り組み    野原 奈津子（五島中央病院） 

④看護提供方式の見直しと効果の検証～バディー制を導入して～    大石 奈津子（長崎医療センター） 

⑤救急電話相談トリアージ看護師に求められる能力と今後の課題        石橋 美穂（島原病院） 

休   憩   12： 15～ 13： 00 

総   会   13： 00～ 13： 10 

特別講演     13： 10～ 14： 00  座長：蒲原  行雄（島原病院）  

テ ー マ   『 COVID-19を経て救急医療はタスク・シフトからタスクシェアへ』 

講 演 者   髙山 隼人（長崎医療センター 院長） 

一般演題  Ｃ   14： 05～ 14： 55  座長：前川  恭一郎（島原病院）  

①誤飲歴不明の異物誤食により2度開腹手術を施行した一例     林田 啓佑（長崎医療センター） 

②当院における閉鎖孔ヘルニア緊急手術症例の検討      中村 瞬（光晴会病院） 

③壁側胸膜下気腫を形成し急性呼吸不全に陥った降下性壊死性縦隔炎    小渕 幸稔（長崎医療センター） 

④迅速診断キットの使用が有用であった血液培養陰性のA群β溶血性連鎖球菌による壊死性筋膜炎の2例 

榎本 裕（長崎みなとメディカルセンター） 

⑤劇症型A群溶血性連鎖菌（GAS）により壊死性筋膜炎に至った2例    日吉 尚（長崎医療センター） 

 



ププ    ロロ    ググ    ララ    ムム  

 

会場：別館１階 研修ホール 

一般演題  Ｄ   15： 00～ 15： 50   

座長：松本  とよか（長崎県島原病院）、溝田  吟恵（長崎県島原病院）  

①病院前心電図講習会受講後の救命士により、迅速に対応ができた心筋梗塞の一例 

大石 康士朗（長崎みなとメディカルセンター） 

②高度救命救急センターでABCDEFGHバンドルを導入して        堀 加世（長崎医療センター） 

③A病院のドクターカーナース教育プログラム策定に向けた試み       朝長 さつき（長崎大学病院） 

④脳卒中におけるDoor To Puncture time短縮に向けた看護師の取り組み    並川 静（長崎大学病院） 

⑤急変兆候に気づくフィジカルアセスメント力向上への取り組み       江上 久子（島原病院） 

一般演題  Ｅ   15： 55～ 16： 45  座長：中道  親昭（長崎医療センター）  

①島原消防本部の救急統計から見る救急活動の現状とこれからの課題 栗原 真（島原消防署） 

②救急出場件数増加に伴う救急隊員の負担軽減対策について     朝長 和大（諫早消防署） 

③働き方改革と人材育成共存への取り組み           宮本 浩明（長崎大学病院） 

④能登半島地震における当院派遣DMATの活動報告    権 志成（長崎医療センター） 

⑤離島での見取りを見据えたACP～１３トリソミー児の家族看護～   山﨑 有貴子（佐世保市総合医療センター） 

挨   拶     17： 00～ 17： 05 

閉 会 挨 拶 第 32回長崎救急医学会会長   蒲 原 行 雄（島原病院長）  

 
会場：外来エントランス 

ながさき救急看護セミナー        14： 00～ 17： 00 

 
会場：本館３階 会議室 

長崎救急医学会  看護部門役員会     12： 15～ 13： 00 

 

演 者 の 方 へ お 願 い 
 

・会の進行上、時間厳守をお願いします。 

  ・一般演題  発表時間６分 討論時間４分 

 

会 場 案 内 
 

  ・自家用車     当院の駐車場 約１００台 駐車料金無料 

  ・島原鉄道(私鉄)   島原港駅下車徒歩５分 

・路面電車／バス   茂里町下車徒歩３分 


